
　足立区では、「ユニバーサルデザインのまちをつくるには、施設整備と同時に、気づかいや手伝いを行う

“心づかい”も重要である」ことに力点を置いた小学校高学年向け出張講座を行い、児童に向けたユニバー

サルデザインの普及啓発に取り組んできた。

　しかし、「ユニバーサルデザイン2020行動計画」（ユニバーサルデザイン2020関係府省等連絡会議　

平成29（2017）年）が策定され、「障害」は個人の心身機能の障害と社会的障壁の相互作用によって創り出

されているものであり、社会的障壁を取り除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデル」の考え方

を共有し、人々の心にある障壁の除去に向けた取組としての「心のバリアフリー」を進めることとされた。

そのため、「障害の社会モデル」の考え方に合わせた「心のバリアフリー」の学習をおこなうための教材の

作成を行った。

　教材の内容は、区内在住の障害当事者と共に検討し、区民に伝えたいことなどを組み込んだ。また、教材

の一部に1分程度の動画を８本組み込み、児童たちに伝わりやすい工夫を行った。

　小学校高学年向けの教材の他、情報提供

のページを増やした中学生以上の区民向け

の「大人向け」の教材も作成し、多くの区

民に「心のバリアフリー」について普及啓

発できるようにした。
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教材の改定

教材

　概　要

１ “みんな”ってだれ？

４　バリアフリーを考える心

２　バリアをなくす工夫 ３　バリアはどこにある？


